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●● 収録内容 ●●

〈平成25年度研修版〉 

■A5判・1,000頁・定価7,020円（本体6,500円）

最新刊！

・日本弁護士連合会 会員価格 5,830円（税込）にて各弁護士会（東京三会を除く）、または第一法規（株）で販売中です。
※日本弁護士連合会では販売しておりませんので、ご注意下さい。
・第一法規（株）へ直接お申込みされる場合は、裏面の申込書を切りとらずそのままご利用になり、FAXで第一法規（株）へご送付下さい。

申込方法

民事法関係
2012年民事判例10撰  …………………………………………………山野目章夫
事実認定と立証活動―裁判官と弁護士との対話―　 ………………加藤新太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 馬橋　隆紀
建築関係訴訟の最近の判例と実務　 …………………………………竹下　慎一

商事法関係
中小企業における事業再生の実務
　―金融円滑化法の終了を迎えて―　 ………………………………堂野　達之
知的財産権保護―著作権、商標権を中心にして―　 ………………山口　裕司

民事手続法関係
遺産分割調停の実務―裁判所の視点も交えて―　 …………………阿部　定治
家事事件手続法の下の家事事件手続　 ………………………………川谷　道郎
面会交流紛争における弁護士の役割及び家事事件手続法施行による
　面会交流紛争への影響に関する考察　 ……………………………片山登志子
消費者による破産申立てと破産管財の実務
　―改正貸金業法完全施行後の自己破産、集団的消費者被害の
　　債権者破産申立てとそれぞれの管財実務―　 …………………黒木　和彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平岩みゆき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 河内　美香

消費者問題関係
消費者問題　最近の消費者被害と対応方法
　―センター相談から裁判まで・事例を中心に―　 ………………瀬戸　和宏

刑事法関係
刑事事件における量刑の事情と控訴審での弁護活動　 ……………植村　立郎
刑事事件における事実認定　 …………………………………………原田　國男
刑事事件における科学的証拠について　 ……………………………野嶋　真人
重大事件の付添人活動　 ………………………………………………岩本　　朗
裁判員裁判の控訴審の現状と弁護の在り方　 ………………………菅野　　亮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山根　睦弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 坂根　真也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山本　了宣

税務関係
知らないと実務で失敗する税法　 ……………………………………山本洋一郎
弁護士として知っておきたい税法の基礎　 …………………………山下清兵衛

労働法関係
最近の労働事件の実務上の留意点　 …………………………………中垣内健治
労働契約法平成二四年改正のポイント　 ……………………………中村　和雄
法律相談・労働審判のための改正労働契約法基礎知識
　―派遣法、高年齢者雇用安定法改正等を踏まえて―　 …………岩出　　誠
非正規労働者の労働事件実務
　―改正労働契約法にもふれて―　 …………………………………井下　　顕
非正規雇用に関する労働法改正と実務的展望
　―有期労働契約に関する労働契約法改正を中心に―　 …………水口　洋介
セクハラ・パワハラ訴訟　 ……………………………………………奥川　貴弥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石井　妙子
「問題社員」対応の法律実務　  ………………………………………山中　健児

弁護士倫理関係
利益相反行為の諸問題―同意取得と辞任を中心として―　 ………髙中　正彦
不祥事に巻き込まれないために
　―近時の不祥事の背景と対策―　 …………………………………桑山　　斉
倫理研修　 ………………………………………………………………櫻井　香子
倫理研修（パネルディスカッション）   ………………………………薄木　宏一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 池田　茂徳
倫理研修（パネルディスカッション）   ………………甲村　文亮、横井　紀彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小林　和彰、水成　直也
倫理研修（パネルディスカッション）   ………………………………橋本　千尋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 宇都宮英人、大庭　康裕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 德永　　響、有馬　純也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小栁　美佳、千綿俊一郎

弁護士業務関係
若手会員対象の研修―法律相談について―　 ………………………星野　真二
弁護士・事務職員のメンタルヘルスについて　 ……………………清水　隆司
判例から学ぶ弁護過誤の防止策　 ……………………………………髙中　正彦
司法臨床としての情状心理鑑定　 ……………………………………サトウタツヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 廣井　亮一
窃盗癖臨床と弁護活動、その協力の実態　 …………………………竹村　道夫

講師紹介
平成25年度夏期研修実施日程



在庫僅少 日弁連研修叢書

現代法律実務の諸問題
日本弁護士連合会　編

発行所　第一法規株式会社

申込方法
・日本弁護士連合会 会員価格 5,830円（税込）にて各弁護士会（東京三会を除く）、または第一法規（株）で販売中です。
※日本弁護士連合会では販売しておりませんので、ご注意下さい。
・第一法規（株）へ直接お申込みされる場合は、下記の申込書を切りとらずそのままご利用になり、FAXで第一法規（株）へご送付下さい。

●● 収録内容 ●●

〈平成24年度研修版〉 

■A5判・884頁・定価7,020円（本体6,500円）

申　込　書
書　　　　名

部

部

5,830円（税込）［032938］
日弁連研修叢書
現代法律実務の諸問題 〈平成25年度研修版〉

5,830円（税込）［028787］
日弁連研修叢書
現代法律実務の諸問題 〈平成24年度研修版〉

会員価格 申込部数

※消費税は申込日時の適応税率に依ります。
上記のとおり申し込みます。代金は請求書により支払います。　　　　　　　   平成　　　　年　　　　月　　　　日

住　所

機関名

氏　名

所属弁護士会名 登録番号弁護士会

〒　　　―　　　　

フリガナ

フリガナ

バックナンバーをご希望の方は、第一法規（株）までお問い合わせ下さい。

現法実務（25） （032938）2014.7 SE

平成25年7月刊行

■宛先
〒107̶8560
東京都港区南青山2̶11̶17
第一法規株式会社
FAX　　0120̶202̶982

この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送りく
ださい。

取 扱 い

＜お客様の個人情報の取扱いについて＞
お客様よりお預かりしたお名前・住所等の個人情報は、商品や代金請求書の発送、アフターサービス、弊社商品・サービスのご案内をするために使用いたします。ご同意のうえ
お申し込みくださいますようお願いいたします。ご不明な場合、また個人情報の照会、訂正、削除を希望される場合は、フリーダイヤルにてご連絡ください。お客様よりお預かりしま
した個人情報は、弊社ホームページに掲載の「プライバシーポリシー」に従い適切に管理いたします。　　　　  　  フリーダイヤル TEL　 0120̶203̶696　FAX　 0120̶202̶974 

民事法関係
2011年民事判例10撰  …………………………………………………山野目章夫
民法（債権法）改正の課題  ……………………………………………内田　　貴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 筒井　健夫
交通事故に関する諸問題　…………………………………………… 村木　政之
最近の民事交通事故損害賠償請求事件の実務上の留意点
　―知っておきたいポイント―　 ……………………………………稻葉　重子
インターネットにおける権利侵害からの救済　 ……………………牧野　二郎
不動産売買・賃貸借等をめぐる最近の重要判例　 …………………佐久間　毅

商事法関係
実務に役立つ「成功する事業承継問題の考え方」
　―民法と税法との相違点を意識して―（パネルディスカッション）
 ……………………………………………………………………………坪多　晶子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 安若多加志
独占禁止法の不公正な取引の
　特別法としての下請代金支払遅延等防止法　 ……………………川村　哲二
中小企業のための独占禁止法・下請代金支払遅延等防止法　 ……長澤　哲也

民事手続法関係
平成23年の民法（親権法）・家事事件手続法の改正
　―小さな改正と大きな改正―　 ……………………………………木内　道祥
家事事件手続法の解説―離婚手続はどう変わるのか―　 …………小島　妙子
家事事件手続法における手続保障について　 ………………………増田　勝久
子どもの手続代理人の実務と課題　 …………………………………池田　清貴
法人破産における管理・換価の実務的対応　 ………………………石井　三一
弁護士会ＡＤＲの運営・活用法―岡山弁護士会の取組―　 ………奥津　　晋

刑事法関係
市民が刑事裁判に関わる意義―裁判員制度と刑罰の目的―　 ……浜井　浩一
裁判員裁判法施行3年を振り返って
　―運用の改善に向けて―（パネルディスカッション）　…………遠藤　邦彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木眞理子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 後藤　貞人
障がいのある人の刑事弁護と支援　 …………………………………辻川　圭乃

税務関係
弁護士業務と税　 ………………………………………………………山下清兵衛
納税者の権利擁護のために弁護士の果たすべき役割と責任　 ……水野　武夫

労働法関係
労働条件の変更に関する諸問題　 ……………………………………大内　伸哉

弁護士倫理関係
近時における懲戒案件の特徴とその対策
　―弁護士が陥りやすい懲戒事例の分析―　 ………………………辻井　一成
弁護士倫理の諸問題―ケース研究を通して―　 ……………………髙中　正彦
弁護士倫理の今日的諸課題
　―「解説『弁護士職務基本規程』第二版」の改訂を機に―　 ……市川　　充
倫理研修（パネルディスカッション）   ………………………………髙中　正彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三部　正歳、松田康太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横井　紀彦、甲村　文亮
倫理研修（パネルディスカッション）   ………………………………松尾　重信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 名和田茂生、三隅　珠代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 古屋　勇一、石井　謙一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 堀　　哲郎、森山　善基

弁護士業務関係
弁護士会照会制度について　 …………………………………………長城　紀道
業務妨害の実情と大阪弁護士会の取組
　―事務所セキュリティの視点から―　 ……………………………木村圭二郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奥田　直之
大災害における弁護士の役割　 ………………………………………津久井　進
窃盗癖の概念と基礎―臨床と弁護活動の協力について―　 ………竹村　道夫

講師紹介
平成24年度夏期研修実施日程


